
 

 

 
進行：川岸 嵩明（理セン協力員） 

 
１ 開会の挨拶 

佐渡市立理科教育センター所長             山田 裕之 

 

２ 議事 

(1) 令和７年度実施事業報告 

         ① 研修事業 

         ② 児童生徒・一般対象事業 

         ③ 研究事業 

         ④ 奉仕事業 

 

          ～質疑・応答～ 

 

(2) 令和８年度の運営について（案） 

         ① 運営の基本方針 

      ② 運営の重点 

③ 事業の内容 

         ④ 予算 

 

          ～質疑・応答～ 

 

(3) その他    

 

３ 諸連絡 

 

４ 閉会の挨拶 

佐渡市立理科教育センター次長        渡部  厚  

 

 

   

 

 

日 時：令和８年４月１６日(木) 午後 3 時 30 分～4 時 45 分 

会 場：佐渡市総合体育館（ヒルトップアリーナ佐渡） １F 会議室 

 

 

 

令和８年度 佐渡市立理科教育センター 
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令和８年度 第１回運営会議参加者 

 

 
                           （敬称略） 

 

 

 佐渡市立理科教育センター所長                  山  田  裕  之 

 （佐渡総合教育センター所長） 

 

 

 佐渡市立理科教育センター次長                   渡  部     厚 

 （佐渡市立佐和田中学校長） 

 

 

 佐渡市小学校教育研究会長                森   和 人 

 （佐渡市立金井小学校長） 

 

 

 佐渡市小学校教育研究会 理科部長        金 子 健 治 

  （佐渡市立赤泊小学校）            

       

 

 佐渡市中学校教育研究会長            安  藤 博  通 

 （佐渡市立両津中学校長） 

 

 

 佐渡市中学校教育研究会 理科部長         村  田  健  輔 

  (佐渡市立両津中学校）  

 

 

 佐渡市教育委員会学校教育課長                   計  良 好  昭 （欠） 

 

 

 

 学識経験者                         荒 貴 源 一 

 

 

 

   ※  オ ブ ザ ー バ ー 参 加    

天地人サイエンスプロジェクト実行委員  

東京理科大学名誉教授 本間 芳和  

新潟日報社      畑川 克久 

                    〃         江森美奈子 

                  

 
   ※  こ の 会 議 の 議 事 録 は 、 佐 渡 市 の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 さ れ ま す  

こ と を ご 了 承 く だ さ い 。  
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Ⅰ 令和７年度実施事業報告  
 １ 研修事業  

(1) 授業力向上研修 

① 指導基礎研修会（小・中学校初心者教員対象） 
  年間を通じての指導のポイント、配慮が必要な単元の研修として実施。  

        ※以下、表内の「評価」は４段階の平均。４ 大変良い ３よい ２あまりよくない １よくない。 

対象学年等 期 日 内 容（指導単元） 参加者数 評価 

小３理科 ５月21日 (水) １年間の授業の進め方  ４  4.0 

小 ５ 理 科  ５ 月 23日 (金 ) １年間の授業の進め方  ２  4.0 

中３理科 ９月４日(木) 授業改善「化学変化と電池」  ４  4.0 

中２理科 ９月16日 (火) 授業改善「雲のでき方」  ３  4.0 

中３理科 11月７日 (金 ) 授業改善「運動とエネルギー」  ２  4.0 

小生活科 
(おもちゃ) 

10月22日(水) 
目標や趣旨、全体構成、指導のポイント 

・おもちゃ作成の展開  
・おもちゃ例の紹介と製作  

２ 4.0  

                                   計 17 

〔指導基礎研修アンケート感想の一部〕  
⦿ 研 修 を通 して、実 験 の仕 方 の見 通 しをもつことができました。また、オクリンクプラスで活 用 できる資 料 があ

ることを初 めて知 ったので、活 用 していきたいと思 いました。本 日 は研 修 をしていただきありがとうございまし
た。 

⦿  アーテックロガーセットⅡ型 、是 非 使 ってみたいと思 いました。ありがとうございました。備 品 でもこの後 頼       
みたいと思 います。 

 
② ワンポイント研修会（全教科・全職員対象） 
        短時間で授業のポイントや工夫を学べる研修として実施。 

計 14 

〔ワンポイント研修アンケート感想の一部〕  
⦿ さっそく、ID を確 認 して授 業 に使 おうと思 います。使 い方 は、ロイロノートと同 じだということがわかったので、

同 じように使 っていきたいと思 います。 

⦿ 基本の操作が分かるだけで、明日の授業から使える！と思いました。難しく考えず、まずやっ

てみることが大切ですね。普段、見逃してしまっている瞬間を動画で撮ることで、児童も教師も

何度も確認することができるし、共有しやすいと思いました。 

③ 研究協力員理科指導情報交流研修会  

研 究 協 力 員 と理 セン協 力 員 による授 業 研 修 会 。理 科 担 当 教 員 が、授 業 実 践・参 観 ・協 議 を通

して授 業 構 成や教 材 等の工 夫について研 修する。 

期日と場所 内  容 研修担当者 参加者数 評価 

６月18日（水） 小 ４でもできる「仮 説 」設 定 ！ 
両 津 小  
斎 藤 紗 織 先 生  

 ５  4.0 

７ 月 ８ 日 （ 火 ）  

アミューズメント佐渡 
小 学 校 の物 理 単 元  小 学 校 ９～11月 の単 元 

畑 野 小  

中 川 裕 貴 先 生  
  ５  4.0 

10月 24日 （ 金 ）  
小５理科「流れる水のはたらき」 

小６理科「土地のつくりと変化」 

新穂小 
仲川真隆先生 

中 止  
 

研修会名 対象学年 期 日 内 容 
参加
者数 評価 

基礎技能研修（薬品管理等） 全学年 ４月 30日(水) 薬品管理等の基礎的な研修 １  4.0 

天体指導のアイディア   〃  ５月  ９日 (金) 
天体 単 元 の 指 導 につ い て の 工 夫
や教材の活用 ２  4.0 

ICT研修   
ミライシード、オクリンク 

〃  ６月 19日(木) 
ミラ イ シ ー ド に つい て 授 業 で の
活用方法や基本操作 ６  3.9 

ICT研修  
プログラミングプロットカー 〃  11月 21日(金) 

多角 形 の 作 図 な どの プ ロ グ ラ ミ
ングについて、プロットカーを用
いた研修  

２  4.0 

ICT研修   
プログラ ミングスイッチ 

〃  11月 28日(金) 
プロ グ ラ ミ ン グ スイ ッ チ を 用 い
ての研修  １  4.0 

放射線学習 〃  １月 22日(木) 放射線学習 ２ 4.0 
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11月17日（月） 
相川中学校 

中 学 校 ２分 野 、３学 期 の追 い込 み期 (年 度 末 )にお
ける有 効 活 用 につながるネタについて 

相 川 中  
渡 部  豊 先 生  

 ７ 4.0 

11月 26日 （ 水 ）  理 科 の授 業 を支 えるICT活 用 の実 践  
真 野 中  
中 川 友 暉 先 生  

10 3.8 

 12月  1日  (月 ) イオン、人体、モーター、理科関連のゲーム 
新穂中 
中 村 海 登 先 生 

10 4.0 

計 37 

〔教材情報交流研修会アンケート感想の一部〕                                     
⦿ 理 科 だけでなく、他 の授 業 でも使 え、子 どもたちが生 活 していくうえで必 要 なスキルを楽 しく身 に付 けられる
方 法 だと思 いました。ありがとうございました。 

   ⦿ 具 体 的 な教 材 や指 導 法 について学 ぶ機 会 になりました。目 の前 の現 象 に驚 き、疑 問 をもつことの楽 しさを久
しぶりに味 わうことができました。ありがとうございました。 

 

④ 授業・教材研究会（小・中教育研究会理科部との共催：小中教研部員対象）  
小・中ともに研究 授 業というかたちをとらない研 修を実施 した。必要に応じて理 科教 育 センター協 力 員 ができる   

だけ単 元 構 成 や授 業 展 開 、教 材 等 について助 言 を行 った。   

⑤ 研究協力員会議   （研究協力員は、小学校３名・中学校３名 計６名）    

期 日 内 容 参加者数 

４月23日(水) 
 研究協力員が関わる事業についての説明と役割分担 

及び公開授業研修会に向けてのテーマ決め 等 
６  

２ 月 ５ 日 (木 ) 
 今年度事業の反省及び次年度事業の改善点検討 

 （オンライン） 
６  

⑥ 理科主任研修会                            

※ 会 の終 盤 で以 下 の団 体 から事 業 説 明 あり。          

                     佐渡ジオパーク係  世 界 遺 産 課   農 業 政策 課  

(2) 佐渡学研修（全教科・全職員対象）  

計 48 

 〔佐渡学研修アンケート感想の一部〕 
⦿ 生 物 の形 態 変 化 についての知 見 を得 ることができた。また、観 察 の方 法 など、実 務 でも生 かせそうだと思 っ

た。理 科 のデータの取 り方 、集 約 の仕 方 が分 かり、とてもためになった。環 境 により生 物 の行 動 が変 わったり、
２～３週 間 で姿 まで変 わったりするということが分 かり、驚 いた。 

⦿ 講 師 先 生 の植 物 への熱 い思 いがひしひしと伝 わってくる研 修 でした。行 谷 小 学 校 も石 碑 も滝 も、普 段 はな 
かなかみられないところなので、とても興 味 深 かったです。ありがとうございました。 

    ⦿  達 者 沖 に出 て、船 上 からの透 明 度 測 定 やプランクトン採 集 を実 際 に行 ったこと、顕 微 鏡 で観 察 できたこと、
シュノーケリングで岩 場 の生 き物 を採 集 し調 べたり、お話 を聞 けたりできたことどれもとてもよかったです。研 究
をされている新 大 の先 生 より詳 しく教 えていただけたことで、海 の生 き物 に対 して興 味 を持 つことができました。 

期 日 内 容 参加者数 
５月16日(金) 

アミューズメント佐渡 

ア  演習「理科指導における新しい教材や操作方法について」 

          株式会社 ナリカ 様 

イ 今年度の事業についての説明・協議 

 

31 

研修会名 期 日 内  容 参加者数 評価 

佐渡固有生物生態 

研修会 
５月27日(火) 

 サドガエルをはじめとする佐 渡 の固 有 種 の生
態 を学 ぶ。    講師：高津 邦夫 様  

（新潟大学佐渡自然共生科学センター 准教授） 
５  4.0 

植 物 研 修 会   

（里 山 ）  
６ 月 ４ 日 (水 ) 

行 谷 小 校 庭 及 び小 倉 地 区 に見 られる植 物
やその植 生 を観 察 する。講 師 ：中 川 清 太 郎  様  

（日 本 自 然 保 護 協 会 自 然 観 察 指 導 員 ） 
14 4.0 

ジオパーク研 修 会  
７月９日(水) 

 両 尾 から水 津 方 面 に行 き地 質 的 な見 どころ
や、歴 史 、生 物 の研 修 。講師：相田 満久 様  

（佐渡市ジオパーク係、佐渡自然塾長） 
15  4.0 

磯 の生 物 生 態  

      研 修 会  ７月31日(木) 

磯 の生 物 観 察 をとおして、佐 渡 の磯 に棲 息 す
る生 物 の生 態 等 を学 ぶ。講師：大森紹仁 様  
（新潟大学佐渡自然共生科学センター所員の先生方） 

７  4.0 

加 茂 湖 再 生 等  

環 境 教 育 研 修 会  

10月 10 日 （金 ）  
加 茂 湖 の 環 境 の 特 徴 や 変 化 を 知 り

自 然 環 境 保 全 の 必 要 性 や 苦 労 を 学 ぶ 。 
講 師 ：豊 田  光 世  様 （新潟大学佐渡自然共生科学センター 教授）  

２  4.0 

トキ の生 態 研 修 会  
11月19日(水) 

佐 渡 の 自 然 環 境 の 象 徴 で あ る ト キ の
現 在 の 生 態 や 今 後 の 研 究 に つ いて 学 ぶ 。 
講師：永田 尚志 様 

（新潟大学佐渡自然共生科学センター 名誉教授） 

５  4.0 
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２ 児童生徒・一般対象事業  
(1) 要請教室・調査協力                        

       け k             計 15 回  ※  前年度比 +１回  

(2) 科学研究サポートデー 
① ７月 ２５日 （金 ）・２8 日 （月 ）・２９日 （火 ）・３０日 （水 ）         延 べ５日 間  
② ８月 １７日 （日 ）  

      会場：いずれも理科教育センター   
      訪問児童・生徒数 ２件 ２名               ※ 前年度比 -1 名 

(3) 同定会 
      ８月 １７日 （日 ） 午 後  

会場：佐渡中央会館 
講師：北條 睦夫  様  
訪 問 児 童 ・生 徒 数  １名 （小 学 生 ）保 護 者 1 名               ※  前年度比 -２名 

(4) 佐渡市子どものための科学祭り（小・中教育研究会と共催） 
９ 月 1 4 日 （ 日 ） ・ 1 5 日 （月 祝 ）  会   場 ：アミューズメント佐渡 

                      来場者数:1,046名          ※ 前年度比  ＋72名  

依頼団体名 期 日 内  容 参加者数 

１  金 井 小 学 校 ４ 年 P TA  ６ 月 ７ 日 (土 ) 空 気 砲  簡 単 万 華 鏡  3 0  

２ 河 原 田 小 学 校 ５年  ６ 月 13日 (金 ) スライム プラバンキーホルダー 2 9  

３ 松 ヶ崎 小 中 放 課 後 クラブ  ６ 月 16日(月) フライングリング 2 2  

４ 加 茂 小 学 校 放 課 後 ク ラ ブ ①  ６ 月 25日 (水 ) 簡 単 万 華 鏡  4 0  

５ 新 穂 小 学 校 １年  ７月 ４日(金) スライム 1 2  

６  前 浜 小 学 校  ７月 ７日(月) アルソミトラ フライングリング 1 0  

７  窪 田 子 ど も 会  ８月 ９日(土) 簡 単 万 華 鏡  プラバンキーホルダー 1 7  

８ 河 崎 小 学 校 ３ 年  ９月 ２日(火) スライム プラバンキーホルダー 2 0  

９ 河 崎 小 学 校 PTA 10月 ７日(火) 天 体 観 測  4 0  

10 両 津 公 民 館  11月 29日(土) ホバークラフト、フライングリング、浮 沈 子  ５  

11 加 茂 小 学 校 放 課 後 ク ラ ブ ②  12月 10日(水) スライム   38  

１２ 尾 花 子 ども会  12月 13日(土) プラバンキーホルダー、浮 沈 子  2 8  

13 佐 和 田 地 区 公 民 館  １月 10日(土) 簡 単 万 華 鏡  空 気 砲  2 7  

14 佐 渡 特 別 支 援 学 校 （小 学 部 ） ２月 ６日(金) 空 気 砲 、スライム 2 8  

15 加 茂 小 学 校 放 課 後 ク ラ ブ ③  ２月 18日(水) スライム 4 0  

令和３・４年はＩＣＴ関連の研修の需要が多く参加者も多かった。今年度も佐小研の公開授業研修がなかったので参加者数がその分減った。 小
学校では理科専科教員が３名に増え、理科を指導する学級担任が激減した。したがって指導基礎研修への需要も大幅に減ってきている。理
科専科教員対象の研修への転換が必要となる。 

77 62 54 38 28 38 65 87 72 57 32
0
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 準備日程概略 

科学祭り① 【第 78 回 児童生徒科学作品展】  
                  出品数： 小学生 118 点          ※ 前年度比＋２点 
                       中学生 29 点         ※ 前年度比-６点  

科学祭り② 【おもちゃコンテスト】  
出品数（小学生のみ）17 点         ※ 前年度比  ＋３点  

    科学祭り③ 【科学体験教室】 ３ 会 場  ５ ブ ー ス で 実 施    ※ 前年度比   -１ブース  

 

 

 

 
    

「科学祭り、作品展」への出品作品数、入場者 数推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 第 61 回佐渡市児童生徒科学研究発表会（小・中教育研究会と共催） 
10 月２日（木）中学生、３日(金) 小学生  時間：14：00～16：30 

会場：アミューズメント佐渡 
   発 表 作 品 数   

【小学校】 計 28 発表（低３発表、中７発表、高 18 発表）      
                     ※１ 前年度比 ±０ 

※２ 低学年は紙上発表のみ 
    【中学校】 計 10 発表（物理・化学４発表、生物・地学６発表）    

※  前年度比 －４ 

 審査員：小学校：指導責任者（校長）              ３名 
指導者（事業協力員、研究協力員、佐小研理科部）５名 

       中学校：指導責任者（佐中研理科部長、副部長）     ２名 
指導者（研究協力員）             ３名 

 

 

９月 11 日(木） 作品搬入①・会場設営 14:00～17:00  

 12 日(金) 作品搬入②・作品審査 14:00～  
※  審 査 員  有 識 者 ３ 名 （ 中 川 清 太 郎 様 、 北 條 睦 夫 様 、 相 田 満 久 様 ） 

     佐小研・佐中研選出の教員12名 
      ３団体代表（世界遺産課、農業政策課、ジオパーク係） 

14 日(日) 
科学祭り① 【児童生徒科学作品展】  9:00～ 16:30 

〃  ② 【おもちゃコンテスト】  13:30～16:30 

15 日 (月 祝 ) 
科学祭り  【児童生徒科学作品展】    9:00～ 16:00 

〃  ③ 【科学体験教室】        14:00～15:30 

15 日 (月 祝 ) 
16 日(火) 

会場復元・作品搬出         16:00～17:00 
会場復元・作品搬出          9:00～11:30 

【体 験 教 室 の ブ ー ス に ご 協 力 い た だ い た 団 体 様 】     
①化石レプリカづくり（佐渡市ジオパーク係 ②海藻のしおりづくり（新潟大学臨海実験所） 

 ③佐渡島の金山体験（佐渡市世界遺産課）  ④ビーごまづくり（理科教育センター事業協力員）  
 ⑤ ビリビリスピーカー、コロコロアルミたまご （理科教育センター事業協力員）  
         ※  天地人サイエンスプロジェクトのブースが３つ出たので調整した。  

今年度の新潟県科学研究発表のバッヂデザイン  
  柏崎市立第一中学校  ２年  村山 芹那さん  

852 1109 1040 1083 854 922 1032 692 858 974 1046

0
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科学祭り入場者数の推移（人）
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いきいきわくわく科学賞 2025（新潟日報社主催)  
[全県応募数 ]  計 960 作品 

[佐渡市応募数 ]   小学校･･･ 11 作品（中学年３作品、高学年８作品）     
         中学校･･･ ８作品（物理.化学３作品、生物.地学５作品） 計 19 作品 

 [入賞者 ] 

令和７年度  児童・生徒「昆虫標本展」「岩石・化石標本展」「自然科学写真展」  

                           長岡 科学博 物 館  

岩石・化石標本展 
賞 名 学校 学 年 氏  名 題 

銀  賞 南佐渡中学校 １ 岩間 祥吾 佐渡ジオパークの岩石標本 

自然科学写真展 

 
「科学研究発表会」への参加発表数推移  

 

 

 

 

 

 ３ 研究事業  

(1) 地域素材研究 
① 植物調査            山の植物 ドンデン山植物調査          

② 海の生物調査           相川達者海岸での海中生物採集          

③ 学習アプリの開発        タブレットで検索できる植物図鑑アプリ  

④ 新潟大学自然共生科学センターの研究協力                         

⑤ ジオパーク          野外教室支援教材                       

(2) 研修・事業の記録 
① 科学研究のつづり（12 月発刊・配布）             

② 令和７年度 理科研修会資料集（３月発刊）ＤＶＤ    

 

 ４ 奉仕事業  

(1) 個別相談 

電話、来庁、当センターからの訪問等     多数   

(2) 教材・教具等の貸出件数 
 約 49 件                                     ※ 前年度比  -７件  

(3)  広報活動 
 ① 理科センターだよりの発行        毎月１回発行（年間 12 回） 
② Teams での情報・資料提供、連絡・報告 

ア 研修会やイベントの案内・活動報告  イ 教材・教具の貸し出し 
ウ 各種大会における受賞者紹介     エ 教材や実験の紹介 
オ 指導のための資料提供        カ 理センだより   など 

賞 名 学校 学年 氏   名  題 

新潟日報社賞 新穂小学校 ４ 佐藤  吉紀  身の回りの菌の培養と観察 

新潟日報社賞 真野小学校 ４ 須田  悠仁 
集まれ生き物     
ぼくの庭～180 種近くの動物たちが大集合～  

新潟日報社賞 相川中学校 １ 森川    響  
佐渡に生息するモリアオガエルの観察～上陸のタ
イミングを選択するカエルの生存戦略～  

優 秀 賞 金井中学校 １ 末武  結仁 蝉の鳴き始め・鳴き終わりの時刻調査 

賞 名 学校 学 年 氏 名 題 

銀  賞 真野小学校 ２ 須田 彬仁 ぼくとかぶと虫の362日 かんさつのきろく 

銀  賞 松ヶ崎中学校 ３ 上之山 篤人 イチモンジセセリとキアゲハ 
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8 7 8 10

13 14
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科学研究発表会 参加者数の推移 小学校 中学校
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評 価 基 準  ： とてもよい「４」    大 体 よい「３」    あまり良 くない「２」    要 改 善 「１」 

6
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34
51

0 10 20 30 40 50 60

見通しのもたせ方

科学研究の仕方

学力向上（主体的・対話的で深い学び）

観察実験の基礎技能

授業公開、研究支援

野外研修、地域素材

単元の進め方

有効な教材教具
理科センターでやってほしい研修・支援

(4)  学校給食異物混入同定調査 

２件（１月末現在）                                ※ 前年度比 －13 件  

 

５ 年度末アンケートの集計結果        小さいグラフは昨年度結果 
                  回 答 者 数 73 人  ※ 前 年 度 比  ＋ 1 2 人  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  研 修 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

自 由 記 述 （ 抜 粋 ）                     ※ お 礼 や 挨 拶 は 省 略  

科 学 作 品 展  （ 科 学 祭 ） に つ い て   
・子ども達の作 品を公 に評価 して展 示して くれることでモチベ ーショ ンが上 がる。  
・科学作品発表 の貴重 な場  子ども の頑張 りを紹介できる貴重 な学び の場。  
・校内外の子ど もたち が科学 に関心 を持つ 機会になっている。  
・各校 1 名以上 選出と なると 負担だ が、今のやり 方であれば良 い。  
・小中学生が一 生懸命 に取り 組んだ 質の高 い作品が多くあり、 見応え があっ た。  
・理科や科学に 興味を もって もらい たい  
・様々な作品を 見て、 来年度 の意欲 に繋げ ることができる  
・小学 校の部 はよい。中学生の部で は出品 が一部 の学校 に偏っている ことと、クオ リティが低めなことが気に

なる。  
・作品 を出品 してくれる児童生徒、その協 力者で ある保護者様 によって、成り立っている。それ を運搬、展示 、

審査、コメント書きなど 、担 当され る先生 方、理科セン ターの 先生方 の裏方 の力強 いバックアップがあって
成り立っている 。  

・他校の児童生 徒の作 品を見 て参考 になる 。  
・様々な友達の 作品を 見て、 新たな 気付き がもてたり、知識が 増えた りする きっか けにな る。  
・すべての作品 が１部 屋で見 られる よさが ある。一方で、もう 少し作 品間の 余裕が あると よいと も思う。  

  

お も ち ゃ コ ン テ ス ト   
・科学作品発表 の貴重 な場で ある。 多くの 児童に発表の場を設 けられ る。子 どもの 頑張り を紹介 できる。  
・校内外の子ど もたち が科学 に関心 を持つ 機会になっていると 感じた 。  

・発表形式が負 担なた めに参 加する 学校が 減っているのでは。  
・児童が、使い 方を実 演しな がら説 明して いる姿がとてもよい 。  
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・子どもたちの 生き生 きした 顔が見 られる 。  

・作品が出品し やすい 。  
・子どもが人前に出て、自分の作品 を解説 して紹 介する という 機会は、このよ うな 場面し かない。人前に 出る

ことによって鍛 えられ るコミ ュニケ ーショ ン能力 の成長につながる大 切な機 会。  

・おも ちゃコ ンテス トに司会 として参加し た。近接 用の カメラ があることで、おも ちゃの魅力が参観されてい
る方によく伝わ ると思 った。今回は急遽一 人で司会をし たが、司会が ２名予 定され ていたことはよかったと
思う。負担の面 もそう だが、 今年の ように 緊急時 に対応することがで きる。  

・どの作品も創 意工夫 されて いる。 また、 一生懸命発表する姿 もよい 。一方 で、コ ンテス トを見 ている人が、
ほぼ参加者 +保護者というのがさみ しい。  

 

科 学 体 験 教 室  （ 科 学 祭 ） に つ い て   
・実感すること は何よ りも有 意義な 体験で ある。子どもに体験 ができ る  
・校内外の子ど もたち が科学 に関心 を持つ 機会になっていると 感じる 。  
・自分の子ども が参加 したが 楽しん でいた 。  
・今年は見てい ないが 、体験 できる と理科 好きが増えると考え ている  
・主催 する側 として 来てくだ さるお子様連 れのご家族が よろこんでく れるこ とが何 よりだ。今の時代、ものを

手でつくるとい う機会 はかな り少な いと思 う。そ のような場に来て、親子で 一緒に 活動す る姿は よいも のだ。 
・サイエンスプ ロジェ クトと 連携が できた 。  
・プラ イベー トで参 加した。休 日にも かかわ らず、多く の学校 職員や 各関係 団体の 方が運営に参加していて頭

が下がる思いだ った。また、皆さん 親切に子どもたちに 声をか けてく れ、楽 しく参 加する ことが できた 。す
ばらしいイベン トだと 思う。  

・毎年、楽しい 体験教 室が用 意され ている 。  
・広く案内して いるが 、参加 者が少 ないこ とが残念である。  
・先生方の負担 ではな いか。  

 

科 学 研 究 発 表 会 に つ い て   
・もっと広めたいが、研究をする子 たちが 少なく なって きてい る。また、内容が浅くなってきて いるの で、難

しさも感じてい る。（ ある意 味、純 粋に子 どもの 自力の研究という結 果なの かもし れない が）  

・科学探究の貴 重な機 会であ る。  
・研究→学会と いうよ うな大 学以降 の研究 に倣ったプロセスが あると 非常に 子ども たちの  

将来のためにな ると考 える。  

・取り組んだ研究について、自 信をもって堂 々と発 表し ている姿や、質 問を聞いた り、自分 の言葉 で答え てい
る児童の姿がと ても良 い。  

・科学に興味を 持たせ たり ､継続 的に調 べたり する貴重 な経験 になる  

・姉（上 学年）弟（下学 年）で 発表会 に参加 してい る児 童がい たが、発 表時間 が重 なって しまい、調整の ため
の休憩時間があ った。引率職 員や保 護者が参観す ること 考慮すると、同一校 の児童 が、前 半・後 半に分 かれ
るようにすると 、重な りがう まれず 、スム ーズな 進行が可能になると 思った 。  

・まとめなどに 、理科 担当者 の時間 が多く 必要  
・指導者やスタ ッフの 人数確 保が必 要だが 、ひとつの会場の発 表人数 がもう 少し減 るとよ いと思 う。  
・子どもたちの 夏休み の課題 を発表 できる 場であるため。  

・子どもの頑張 りを紹 介でき る  
・自分 の研究 という よりは、保 護者様 が夢中 になっ て、子どもが言われ たまま にや っているというふうに感じ

た。やっていることは面白く 興味深 い研究 でも 、いざよ り深い質問を すると 説明で きなかったり、実 際にや

っているのはど のくら い？と たずね ると、７～５割だったり、やらさ れてい る感が 強く伝わってくる返答だ
った。審 査・評 価する にあた り、保 護者の関わり がどのくらい あった のかを 明らか にして 評価す るか、親子
で 当 日 発 表 し て も ら う な ど し な い と 、 本 当 に 自 力 で 取 り 組 ん で い る 児 童 生 徒 に 不 平 等 感 を 感 じ さ せ る と 思

う。  
  
相 談 ・ 質 問 ・ 教 材 貸 出 等   
・とても丁寧に対応してくださるのでありがたい。 
・キャベツの苗と種をいただき、すくすくと成長し観察に活用できた。 
・薬品の手配、学校に無い教材の貸し出しなど素早く準備していただいた。今年は、入院やらインフルエンザな

ど学校を長く休む期間があり、借用物品についてかなりの期間オーバーがありご迷惑をおかけした。また、今
後とも懲りずに、相談にのっていただいたり、観察・実験の協力をしていただいたりしてほしい。 

・いつもキャベツやメダカ、ホウセンカの苗を分けていただき。大変助かっている。 
・ ICT 研修もしていただき助かっている。 
・理科の授業に悩む教員は多いと思う。教材が学校にないことが多いので助かる。 

理 セ ン だ よ り   
・研修の様子や 内容が 分かり やすく まとめ られており、とても 参考に なる。  
・今回は届いて いたの かよく わから なかっ た。  
・写真を取り入れることで雰囲気が 伝わっ てくる。自分 の苦手 な単元 などで 授業を 公開されている先生の取組

など の 詳細が 分かる と良 いと 思う の で 、 理 科 セ ン タ ー の teams で 資料 を 拝 見 で き るよ う に する とあ り が た
い。  

・参考になる。 活動が よく伝 わる。  
  
T e a m s や F o r m s に よ る 情 報 提 供 ・ 報 告   
・Teams など、ICT 機 器を通し て活用 する授 業が苦手で、理 科センターと のやり 取り を通し て、何と か使い方を  

忘れずにいられ ること が救い である 。  
・こちらの知識 が足ら ず、必 要な情 報があ る場所までたどり着 くのに 時間が 掛かる 。  

・活動がよく伝 わる。 参考に なる。  
・可能であれば 全職員 にお願 いした い。  
 
理 科 セ ン タ ー へ の ご 意 見 ・ ご 要 望 （ あ れ ば 記 入 ）   
・様々な研修会が行われていてありがたい。今年度は参加が叶わなかったので、機会があればぜひ参加したい。 
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・校内業務が多く、研修等に参加することができなかった。 
・ i P a d の 活 用 方 法 に つ い て や 、 各 校 の 使 い 方 に つ い て の 情 報 共 有 の 場 が あ る と と て も 嬉 し い 。 
・中教研理科部の授業研究と理セン協力員の授業研修と兼ねて進めたはずだが、本年度実施しなかった理由を教えてい

ただきたい。理センの研究協力員も授業公開を実施していなかった。働き方改革の一環のための判断なのか、中学校
現場で理科の授業公開が一度も行われない現状を危惧している。理科の教材や指導方法の検討は、その場の生徒の学
びを見取ることから始まると思うし、若い先生方にはその大切さを理解してもらう研修体系の構築を望んでいる。 

・アンケートの複数選択ができなかった。（一部） 

 

 ６ 成果と課題・改善策  
 

(1) 授業力向上研修会 
主催するすべての研修会を実施することができた。参加者数は昨年度と同程度で、総じて参加者の評価は高い

が、研修会の内容によって人数の増減が見られる。 
研修内容については、参加者間のスキルに大きな差はあったが、個々のニーズに応えることができた。ＩＣＴ 

活用及び実践的な研修は、ワンポイント研修として、できるだけ要望に応える内容で進めてきた。 
   小学校では理科専科の教員と教務主任、管理職がほとんど理科を担当しているため、公開授業研修会というか

たちが実態に合わなくなってきた。そのため、理科専科教員及び理科を担当する教員同士が専門的な立場で、教

材や指導方法についての情報交換、交流ができるようなかたちの研修会に変えた。参加者からも、より実践的
で、多面的な研修会になったという声が多数聞かれた。今後、また授業公開し、研修するかたちの要望があれ
ば、弾力的に変更していく。 

   来年度は、若手教員や久しぶりに理科を担当する教員が、より主体的に参加し、自身の指導技術の向上のため
になるような研修になるように、形態や内容の改善を図り、研修方法の更なる見直しを図っていく。 

(2) 佐渡学研修会 
計画した６回の研修を計画通り実施することができた。来年度も、以下の点に配慮しながら、フィールドワ 

ークや体験活動を中核に据えた研修を継続する。毎年同じような内容にならないように、少しずつ改善を図っ 

ていく。 
① 市内の理科や総合的な学習に関わる専門家や関係機関との連携を深め、より一層研修内容の充実を図る。  
② できる限り勤務時間内に参加できるよう、平日に実施し、あまり天候に左右されない内容にする。 

③ 「Teams」や「理科センターだより」「ホームページ」を活用して更なる広報活動を行う。また、研修後の 
活動報告や資料提供をタイムリーに行う。 
 

(3)  子どものための科学祭り(科学作品展、おもちゃコンテスト、科学体験教室) 
年度末アンケートではほぼ肯定的な意見が多く、継続を希望する意見がほとんどだった。 

     作品数は平年並みだった。標本は減少傾向だが、毎年取り組む児童生徒が多くなり、作品自体のレベルは高 
い。「天地人サイエンス」との同日開催を初めて実施した。アンケート結果では、ほぼ肯定的な評価が多かった。             
評価及び改善点としては、以下のような点が挙げられる。 

① 佐渡学作品を科学的なものに限定して３年目になるが、作品数は特に変わらない。分野を広げてほしい 
という意見もあるが、科学祭りなので来年度も今年度同様できる限り科学的なものに限定をしたい。 

② 作品の記録文について改善した。また、担当への周知を確実に行った結果、特に問題はなかった。 

③ 休日にも関わらず、作品搬出と会場復元に協力していだく学校がほとんどだったので、大変助かっている。    
④  科学体験教室は、「天地人サイエンスプロジェクト」と同日開催することで、昨年度より 1 つ少ない５ 

ブースで行なった。科学祭りの体験教室の参加人数は若干減少したが、天地人のブースを含めた全体とし 

ては増えた。 
⑤ 来年度の開催日については、今年度の同時期とするが、５連休中は避ける。 
⑥ おもちゃコンテストは、おもちゃ作品が参観者によく見えるように、手元を拡大して映す等の工夫がで 

きた。来場見学者も多かった。司会進行担当が急遽 1 人になり、負担をかけてしまった。参加者が少しず 
つ減ってはいるが、意欲的に参加している子どもたちのために、継続していきたい。 

⑦ 当日入場者へ配付する「出品者名簿、受賞作品一覧と審査のことば」についてはなくす方向で考えてい 

る。理由は、受賞者本人に賞状と副賞が後日渡されること、各学校には「受賞者、出品者名簿」を送付す 
ること、昨今の個人情報管理の面からもふさわしくないこと、すべて会場内作品展を観ればすべて分かる 
こと、の４点である。その場合特に事前の周知、アナウンス等はしない。  

(4) 科学研究発表会   
会場をアミューズメント佐渡にし、中学校２会場、小学校３会場で実施した。発表参加者は昨年度より若 

干減ったが、小学校高学年は増えている。 

発表要項をデータ提出にしたことで学校への負担は少なくなったが、要項作成や提出の方法の周知がやや 

複雑になった。今後慣れてくればよりスムーズになると思われる。当日の指導者（進行、講評）もできる限 

り最少人数で実施した。 

事前に発表方法を確認し、プロジェクターやコード類を準備していたので、機材についての大きなトラブ 

ルはなかった。アミューズメント佐渡の会場設置型のプロジェクターについては事前にセットが必要。（音 

声出力も含めて） 

新潟県の「いきいきわくわく科学賞 2025」への出品は 19 作品で昨年度より７作品減った。入賞者数も昨 

年度より２点少なかった。学校への負担軽減という視点で今後実施体制や方法について工夫しながら実施 

していく。  

当 日 、 他 の 行 事 と 重 な り 、 ど う し て も 直 接 会 場 に 来 ら れ な い 児 童 生 徒 へ の 配 慮 を 今 後 検 討 し て い く 。 

（5） 科学体験教室 要請講座・調査協力 
今年度 15 件依頼があり、全て実施した。ＰＴＡや放課後児童クラブの依頼が増えている。やはり平日の午後   

の依頼が多い。実施費用は理科センターの予算で執行している。     
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（6） 科学研究サポートデー             
 今年度、科学研究サポートの依頼数は減ったが、それだけ丁寧に対応できた。今後も時間と場の設定はしていく。 
 

(7) 同定会 
   小学生１名だけの依頼だった。前年度より３名減。酷暑のためか、標本作成をする児童生徒が減少し、取り 

組む児童生徒が固定している。 今後は日時や時間帯を検討する。（休日の午後のみ開催、等） 
 

(8) その他                         
   今年度、佐渡市から対外的な科学イベントやコンテスト（県標本展、科学の甲子園等）に参加する学校、児

童生徒が増えた。学校での熱心な理科指導の表れである。ぜひ今後も奨励していきたい。 

 
 

Ⅱ 令和８年度の運営について 

 令和８年度 佐渡市立理科教育センター 所員一覧（条例、施行規則による） 

                   ※ 中学校籍の事業協力員は、４月 30 日開催の佐渡市中教研理科部会にて選出される。 

 
１ 運営の基本方針 

１ 児童生徒の主体的・対話的で深い学びを目指して、興味・関心を高める観察・実験や問題解決
的な指導法の提案、学習指導に適する地域素材の教材化等、教材の開発と活用法の紹介に努め
る。  

２ 佐渡市小・中学校教育研究会と連携を図り、授業実践や基礎技能研修の充実を図る。 
３ 「子どものための科学祭り」「科学研究発表会」では、教職員の負担に配慮しつつ、より一層

の充実に努める。 
４ 指導に有効な資料、教材、教具の紹介及び斡旋提供のサービス活動に努める。 
５ 新潟大学をはじめ島内の専門機関との連携を密にし、佐渡の自然環境を学ぶ研修の充実に努め

る。 
６ 県立教育センター、各大学との連携を図り、研修会の充実に努める。 
７ 県内各理センとの連携を強化し、指導法や教材の活用方法の充実に努める。 

 

役職名 所員名 所 属 先 所属長 

所  長 山田 裕之 理科教育センター 佐渡市教育長 

次  長 渡 部   厚  佐和田中学校（校長）  佐渡市教育長 

教育指導主事（専任所員） 古塩 正明 佐渡市教育委員会 佐渡市教育長 

事 務 員 永 瀬   淳  佐渡市教育委員会 佐渡市教育長 

センター協力員   川 岸  嵩 明  佐和田中 学 校   0 2 5 9 - 5 7 - 2 0 7 1  渡 部   厚  

研

究

協

力

員 

小

学

校 

斎 藤  紗 織  両 津 吉 井 小   〃  27 - 2 7 0 2   野 﨑  善 功  

仲 川  真 隆  新 穂 小 学 校   〃  22 - 2 0 1 9  土 屋  勝 顧  

  中 川  裕 貴  畑 野 小 学 校   〃  66 - 2 0 1 9  本 間  祐 一  

中

学

校 

橋 本  保 明  金 井 中 学 校   〃  63 - 4 1 0 7  福 井  晴 人  

中 川  友 暉  松 ヶ 崎 中 学 校  〃  67 - 2 1 5 1  引 野   太  

中 村  海 登  新穂中学校   〃 22-2067 中 澤  健 太  

 

事

業

協

力

員 

小

学

校 
田 中   哲  二 宮 小 学 校   〃  57 - 2 0 3 6  本 間   学  

松 田  健 太  金 井 小 学 校   〃  63 - 4 1 1 5  森   和 人  

松 井  正 和  小 木 小 学 校   〃  86 - 2 0 0 5  本 間  智 英  

 矢 野  永 華  加 茂 小 学 校   〃  27 - 3 5 5 1   小 田  俊 裕  

中
学
校
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２ 運営の重点  
※ 学校現場における理科指導の現状や実態、課題等に配慮しつつ、研修時期や回数の見直しと内 

容の焦点化を図る。 
 

１ 研修事業 

  (1) 授業力向上研修                            
  ① 指導基礎研修会(初任者、希望者対象）   

◇ 初めて理科を担当する教員でも、久しぶりに担当する教員でも、年間を通して指導内容を
見通し、基礎基本を確認しながら、安心して授業を進めるための研修会。平日１時間程度
で 実 施 す る 。  

       ・生 活 科１回 、 小 ３年 ～小 ６年  各 １回 、中 学 校 ３回        計 ８ 回   

  ② ワンポイント研修会(全職員対象) 
     ◇ 教員の要望や関心のある今日的な内容について、ポイントを絞って行う研修会。 

平 日 の 午 後 １ 時 間 程 度 で 実 施 す る 。  
・ ＩＣＴ活用研修会         ・理科指導と評価 
・ 基 礎 技 能 研 修 等 研 修 会  ・放射線学習研修会 等  計６回   

③ 研究協力員による研修会（理科担当教員対象） 
◇ 小中合計６名の理セン研究協力員がそれぞれテーマを決め、授業実践を公開したり、 

理科授業における効果的な指導法の実践について情報交流したりする研修会。 
公開授業の場合は指導者を県センターの指導主事に基本的に依頼するが、日程が合 

わない場合は島内の管理職に依頼する。      計 ６ 回   

④ 佐渡市小中教育研究会支援（小・中教育研究会理科部との共催：小中教理科研部員対象）  
◇ 理科の授業改善を図るために理センとして教材研究、指導案検討等の支援、協力を必要に応     

じて行う。                                     
 

(2) 佐渡学研修（全職員対象）  
 佐渡の自然に対する理解を促し、地域素材の教材化の方法や環境との関わり等を学ぶ研修会。
新潟大学等の専門機関や島内の学識経験者と連携し、フィールドワークや、体験活動を研修の中
核に位置付けて実施する。理科のみならず総合的な学習の時間や特別活動等でも活用できる内容
とする。             

 

２ 児童生徒・一般対象事業 

(1) 科学教室（要請教室）に関して 
◇ ＰＴＡ、地域、各種団体等の要請による科学教室を実施し、児童生徒・保護者の科学 

に対する関心を高める。 
※ 原則として平日の午後か、土曜日の午前中の受け入れとする。(祝日は不可)  

(2) 子どものための科学祭り・科学作品展に関して   
◇ イベント当日の活動だけでなく、児童生徒が佐渡学や作品作り・標本作り・おもちゃ作り等

に意欲的に取り組めるよう、継続的な支援を行ったり、市外大会への出品案内等を行ったりする。 
◇ 行政・大学・専門家・県立学校・企業等と連携し、地域ぐるみで理科教育の振興に 

努める。 
◇ 来場者数の増加を更に図るべく、他団体との連携を深めたり、広報活動を充実した     
りして、科学への関心を高め、地域の理科教育振興に努める。 

(3) 科学研究発表会に関して  
◇ 科学研究推進のために、夏季休業中に「科学研究・科学作品サポートデー」・「同定会」

を必要に応じて実施し、意欲のある児童生徒・保護者を継続して支援する。なお、小学校低

学年については紙上発表での参加を促す。 
     

３ 研究事業 
地域の自然の教材化を目指す研究を行う。露頭、河川の形状、植物の生態調査等を行う。 

 
４ 奉仕事業 

 (1) 教材・教具の紹介と貸し出し 
    Teams やホームページ、おたよりを活用して、指導に有効な教材や教具等を広く紹介し、 

積極的に貸し出しを行う。     
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専
任
所
員
（
教
育
指
導
主
事
） 

 (2) 教材作成支援等 
   各種研修 会に参加できなかった 教員に対して、要望が あれば個別に対 応する よう努 める。 

 
(3) 広報活動 

   ◇ 「理科センターだより」を定期的に発行し、その時期に実施した各種研修会や事業についての 
情報提供、理科教材の紹介、今後の研修予定・内容の紹介などを行う。 

   ◇  Teams 内に立ち上げたチーム「理科教育センター」に、おたよりや科学祭り等の行事 
や研修会の様子、研修資料等をアップロードして、佐渡市理科教育の広報に努める。 
佐渡市のホームページでも可能な限り広報活動していく。 
 

３ 事業の具体的内容（予定） 

１ 研修事業 

(1) 授業力向上研修関連 

 
(2) 佐渡学研修（全職員対象） 

事 業 名 担当 事   業   内   容 

指導基礎研修会 
 

・小３～小６各１回 
     小計４回 
・生活科   １回 
・中学校   ３回 
    計８回 

理
セ
ン
協
力
員 

・小学校理科指導基礎研修 
小３ (５/７)      小４ (５/12)  
小５ (５/22)      小６ (６/２)  

・中学校理科授業の進め方  
中１身の回りの物質       （７/３） 
中２動植物の生きるしくみ    (９ /２)  
中３生物どうしのつながり     (11/６ )  

・生活科：おもちゃをつくろう     (10/21) 

ワンポイント研修会 
（全職員対象） 

 
 

   計６回 

 

理
セ
ン
協
力
員 

「理科室・理科準備室経営と薬品管理」(４/ 2 8 )  
「評価に関する研修①」       (６ / 1 1 )   
「評価に関する研修②」        (６ / 1 8 )  
「ＩＣＴ活用研修③」          ( 1 1 / 2 0 )  
「理科プログラミング研修④」     (11/27) 
「放射線学習」             (１/21) 
  ☆放射線に関する科学的な知識を身に付ける研修 

研究協力員研修会 
（理科担当教員対象） 

 
   計６回 

 ・研究協力員や理科担当教員が、授業を公開したり 
実践の情報交流をしたりして、指導法の工夫につ 
いて研修する。 
（６回 前年度同数予定） 
    ※小３回 中３回   ※ 日程調整中 

授業研究会 
(小中教研理科部共催) 

 

・授業実践や教材開発、作成等を通して、指導法や観察実験
方法などについて検討し理科担当者の指導力向上を図る。 

研究協力員会議 
    計２回 

・理セン研究協力員（小３名・中３名）が研究協力員研修会
について、その内容や分担等を検討する。 
（４/23、２/４） ※  ２回目はオンラインか書面審議 

理科主任研修会 
   計１回 

 ・理科センターの事業計画の説明および教材研修、講 
話等を行う。                     （５/19） 
指導者：理科教育関係者（株ウチダ様） 太陽堂 

研  修  名  
期 日  

(予 定 ) 

担

当  
講 師 （ 予 定 ）  

① 佐渡固有生物等生態研修会 ５ / 2 6  

 

 

講師：高津邦夫様（新大准教授）  
佐渡自然共生科学センター  

② ジオパーク研修会 ６ / 1 6  
講師：相田満久 様（佐渡自然塾）  

  前浜～岩首方面 

③ 磯の生物生態研修会 ７ / 3 0  
講師：大森紹仁 様  （新大准教授） 

フィールドワーク地：新大臨海実験所周辺 

④ 佐渡の農産物研修 ８ /３  
講師：大村宏和 様 

佐渡農業技術センター所長 

⑤ 山の植物観察会 
※ 前年度は「里山」の植物 

８ /７  
講師：中川清太郎 様（学識経験者） 
   大佐渡の山の植物（乙和池～大平方面）  

⑥ 環境教育研修会 1 0 /６  
講師：豊田光世 様 （新大教授） 

フィールドワーク地：加茂湖周辺予定 

⑦ トキの生態研修会 1 1 中 旬  
講師：永田尚志 様 （新大名誉教授） 

佐渡自然共生科学センター 

理
セ
ン
協
力

員 

理
セ
ン
協
力
員 

専
任
所
員 

(

教
育
指
導
主
事) 
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２ 児童生徒・一般対象事業 

事 業 名 事 業 内 容 

科学教室（要請教室） 
 ＰＴＡ、地域、各種団体の要請に応じて開催する科学教室。 
原則として平日の午後か、土曜日のみの受け入れとする。 

科学研究・科学作品 
支援(サ ポ ー ト デ ー) 

 希望児童・生徒を対象に、科学研究の進め方（課題選び、研究過程での
問題解決など）や作品づくりの支援を行う。 

7月下旬 13:30～16:30   8月22日  9:00～16:00     
 ※ 理センの予定が合えば他日でも随時受け付ける。 

標 本 同 定 会  
児童生徒を対象に、植物・海藻・貝・昆虫標本の名前を確認する会を行う。 

８ 月22日(土 ) 13:00～ 16: 00  ※要望減のため土曜の午後のみとする。 

子どものための 
科学祭り 

 
① 科学作品展 
② おもちゃコンテスト 
③ 科学体験教室 

 地域の科学振興を目的として、佐小研・中教研との共催で行う。地域の
企業等と連携する。 
 9月12日(土 )   13日（日)   アミューズメント佐渡 

※作品搬出は 13日(日) と14日(月) 
① 児童・生徒の標本、科学作品、佐渡学作品等を展示 
② 児童の手作りおもちゃを発表するコンテスト 
③ 科学体験ブースを設置し、来場者が参加できる体験教室 

各研究団体等がブースを運営し、活動をアピールする。 
      ※ 天地人サイエンスプロジェクトと同日開催 

児童生徒 
科学研究発表会 

 児童・生徒の科学研究の発表の場として行う。小学校低学年も、紙上発
表として受け付ける。 

・ 中学校の部 10月１日（木）：アミューズメント佐渡 
・ 小学校の部 10月２日（金）：アミューズメント佐渡 
※  小 学 校 低 学 年 は 「 紙 上 発 表 」 に よ る 参 加 と す る 。  

 

３ 研究事業 

事  業  名  事    業    内    容  

地域素材研究 
野外観察に適した露頭、河川、天体観察、佐渡各地の植物等を調査・研

究し、地域の自然の教材化を目指す研究を推進する。 

研修・事業の記録 「科学研究のつづり」を発刊する。 
 
４ 奉仕事業 

事  業  名  事    業    内    容  

教材・教具の貸出 
Teams を活用して、チーム「理科教育センター」を充実させ、 
利便性のさらなる向上を図る。 

教材作成支援等 
個別相談 

①教員対象に理科指導に関する疑問･質問等の相談に応じる。 
②一般の方からの佐渡の自然に関する質問・相談に応じる。 

広 報 活 動 
①「理科センターだより」の発行 
②チームズ「理科教育センター」での研修イベントの紹介 
③ 佐 渡 市 ホ ー ム ペ ー ジ で の 広 報 活 動  

 
４ 予算 

令 和 ８年 度 理 科 教 育 センター予 算  
 (1) 歳 入 の 部                                      （単 位：千 円 ） 

項  目  令和８年度予算額 令和７年度予算額 対 前 年 度 増 減 額 備 考  

理 科 教 育 センター費  1 ， 2 5 4  1 ， 2 4 9  5  佐渡市本予算 （賃金等は別途予算） 

歳入合計 1 ， 2 5 4  1 ， 2 4 9  5   
                                                                    
 ( 2 )  歳 出 の 部                                     （単 位：千 円 ）▲減  

項  目  令和８年度予算額 令和７年度予算額 対 前 年 度 増 減 額 算定の基礎 

報 償 費  1 1 5  1 1 5  0   講師等謝礼、運営委員謝礼 

旅 費  2 9 8  2 3 0  6 8   研修会講師・所員等旅費 

需 用 費  6 4 0  6 9 9  ▲ 5 9  
 消耗品費、燃料費、 
 食糧費、修繕料 

役 務 費  6 1  6 5  ▲ 4   通信運搬費 

委 託 料  1 2 6  1 2 6  0   警備保障 

負 担 金  1 4  1 4  0   地区理セン連絡協議会負担金 

歳出合計 1 ， 2 5 4  1 ， 2 4 9  5   
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佐渡市立理科教育センター条例 
平成 16 年 3 月 1 日 

条例第 123 号 
 

(設置) 
第１条 佐渡市の小、中学校の理科教育及び科学技術教育の振興を図るため、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）第 30 条の規定に基づき、佐渡市
立理科教育センター（以下「理科センター」という。)を設置する。 

 
(名称及び位置) 
第２条 理科センターの名称及び位置は、次のとおりとする。    

名称 位置  理科教育センター 佐渡市窪田 60 番地       
 (平 22 条例 24・全改)  
 

(事業) 
第３条 理科センターは、次に掲げる事業を行う。 
   (1) 理科教育関係職員の研修を行う。 
   (2) 理科教育に関する研究を行うこと。 
   (3) 理科教材資料作成に関すること。 
   (4) 前 3 号に掲げるもののほか、理科教育振興に必要な事項 
 
(職員) 
第４条 理科センターに、所長その他必要な職員を置く。 
 
(委任) 
第５条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。 
 
附 則 
この条例は、平成 16 年 3 月 1 日から施行する。 
附 則(平成 17 年 3 月 30 日条例第 7 号) 
この条例は、平成 17 年 8 月 1 日から施行する。 
附 則(平成 22 年 3 月 26 日条例第 24 号) 
この条例は、平成 22 年 4 月 1 日から施行する。 
 

佐渡市立理科教育センター条例施行規則 
平成16年３月１日 

教育委員会規則第16号 
改正 平成20年３月27日教委規則第10号 

平成22年３月24日教委規則第５号 
平成26年３月27日教委規則第３号 

(趣旨) 
第１条 この規則は、佐渡市立理科教育センター条例(平成16年佐渡市条例第123号)第５条の規

定に基づき、その運営に関し必要な事項を定めるものとする。 
(事業) 

第２条 佐渡市立理科教育センター(以下「理科センター」という。)の事業は、佐渡市小、中
学校の理科教育の振興を図るとともに、佐渡市内の小、中学校の理科教育の振興を図るため
必要に応じて島内に講習会場を設け、講習等を実施することができるものとする。 
(職員) 

第３条 理科センターに次の職員を置くことができる。 
(1) 所長 １人 
(2) 次長 １人 
(3) 専任所員 １人 
(4) センター協力員 １人 
(5) 研究協力員 若干人 
(6) 事業協力員 若干人 
(7) 事務職員 １人                              (平22教委規則５・全改) 
(任命) 

第４条 職員の任命は、佐渡市教育委員会(以下「教育委員会」という。)が任命する。 
(任務) 

第５条 職員の任務は、次のとおりとする。 
(1) 所長 理科センターの業務を掌理し、所属職員を指揮監督する。 
(2) 次長 所長を補佐し、所長に事故があるときは、その職務を代理する。 
(3) 専任所員 理科センターの事業推進の中核となる。 
(4) センター協力員 専任所員に協力して理科センター事業を推進する。 
(5) 研究協力員 専任所員に協力して研修事業を推進する。 
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(6) 事業協力員 専任所員に協力して児童生徒一般対象事業を推進する。 
(7) 事務職員 所内の事務を行う。            (平22教委規則５・一部改正) 
(研修員) 

第６条 理科センターは、公的機関の研修員を受け入れることができる。 
２ 研修員は、専任所員、研究協力員、委嘱講師等の指導のもとで、小、中学校における理

科教育についての研修並びに地域教材の研究及び調査等を行う。 
３ 前項にかかる経費は、理科センターが負担する。 (平22教 委 規 則 ５・一 部 改正 ) 
(その他) 

第７条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、教育委員会が別に定める。 
(平26教委規則３・旧第８条繰上・一部改正) 

 
附 則 

この規則は、平成16年３月１日から施行する。 
附 則(平成20年３月27日教委規則第10号) 

この規則は、平成20年４月１日から施行する。 
附 則(平成22年３月24日教委規則第５号) 

この規則は、平成22年４月１日から施行する。 
附 則(平成26年３月27日教委規則第３号) 

この規則は、平成26年４月１日から施行する。 
 

佐渡市立理科教育センター運営会議開催要綱  
平成26年３月27日 

教育委員会告示第５号 
(趣旨) 

第１条 この告示は、佐渡市立理科教育センター条例(平成16年佐渡市条例第123号)第２条に定
める理科教育センターの運営を適正かつ円滑に行うに当たり、広く学校関係者等からの意見、
助言等を求めるため、理科教育センター運営会議(以下「会議」という。)を開催することに
関し必要な事項を定めるものとする。 
(協議事項等) 

第２条 会議において協議する事項は、年度毎の事業の大綱その他運営に必要な事項とする。 
(参加者) 

第３条 佐渡市教育委員会(以下「教育委員会」という。)は、次に掲げる者のうちから、会議
への参加を求めるものとする。 
(1) 理科教育センター所長 
(2) 理科教育センター次長 
(3) 佐渡市小学校教育研究会長 
(4) 佐渡市小学校教育研究会理科部長 
(5) 佐渡市中学校教育研究会長 
(6) 佐渡市中学校教育研究会理科部長 
(7) 教育委員会学校教育課長 
(8) 教育委員会学校教育課指導主事 
(9) 学識経験又は知識を有する者 
(10) 前各号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認める者 

 
(座長) 

第４条 会議の参加者は、その互選により会議を進行する座長を定めるものとする。 
２ 座長に事故があるとき、又は座長が欠けたときは、あらかじめ座長の指名する参加者が座

長を務めるものとする。 
(関係者の出席) 

第５条 教育委員会は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その意見等を聴き、
又は資料の提出を求めることができる。 
(開催通知) 

第６条 教育委員会は、会議の開催日時、場所、協議案件その他必要な事項を前もって参加者
に通知するものとする。ただし、緊急を要する場合については、この限りでない。 
(守秘義務)   

第７条 会議の参加者又は関係者は、会議で知り得た秘密を漏らしてはならない。会議が終了
した後も、同様とする。    
(庶務) 

第８条 会議の庶務は、教育委員会学校教育課において処理する。 
(その他) 

第９条 この告示に定めるもののほか、会議に関し必要な事項は、教育委員会が別に定める。 
 

附 則 
この告示は、平成26年４月１日から施行する。 


